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・もしあと半年の命しかなかったら、残された時間をどのように過ごすか

　日常の生活を手に入れます。毎日仕事に出かけて帰って来ると家族が居る、そういう生活を目指します。現在私は仕事をしていないので、まずは仕事を探すところから始めます。現在就労移行支援事業所に通所中ですので、それを引き続き行います。
　また、仕事が決まったら、シティーハンターのDVDを観進めます。仕事が始まってしまうと忙しいと思うので、先にDVDを観ても良いです。これは、友人との約束によるものです。友人は、私にDVDを貸してくれました。次に会える時には、私はDVDを観終わって就職しており、ランチを奢ることになっています。私の死の予定を伝えて返却することは、辛いです。だからきちんと手順を踏んだ上で、私に死が迫っていることが分からないように返却したいです。
　半年の命を賭けて行いたい仕事とは、何でしょう。前回の遺書では、心理学の知識を使って学生を救いたいと書いていました。しかし実際に調べてみると、心理学を仕事にするためには障壁が多く、現実的ではありません。それに、友達の相談を聴くことと仕事は違います。
　仕事までは考えられませんが、次回の実習は、放課後デイサービスを検討しています。そこでは、私が子ども達と触れ合うことが好きかどうかを判定します。心に傷を負った生徒も多いはずなので、心理学を使用して子ども達と触れ合う練習などを出来れば良いなと思います。私の適性が分かれば嬉しいです。
　私の現在の就職の希望は、事務で正社員ですが、これは命があと半年だとしても変わらないでしょうか。また半年の命だとわかっていながら、正社員を希望することは、モラルに反してはいないでしょうか。
　私が事務を目指すきっかけは、適性検査でした。前職は、向いていないとわかっていましたが、入りたい会社に入って失敗しました。だから今度は向いている仕事に就きたいのです。
　体に無理がかからない範囲で仕事をして、帰って来たら家族が居て、休みの日には一緒にのんびり過ごす、そういう日々を送りたいです。
　また、その為には、家族にも元気でいてもらわなくてはなりません。最近ではコロナウイルスというものが流行っていて、母は重病者になる危険があります。これを一緒に乗りこえる必要があります。コロナが治まらないことには、就職活動もままなりません。
　しかし、永遠に家族に元気でいてもらう事は、難しい事です。私自身、母にとっては家族な訳で、こうして半年後にはこの世を去ります。順序としては、母が先であるはずなのに、親不孝をお許し下さい。
　いつか私よりお年を召した方々が皆いなくなる時が来ます。その時に私はどう生きる目標を見出すのか、考えていく必要があるように思います。それがこの半年の内に起こるとは思えませんが、それが残された家族への指標になるかもしれません。私が居なくなった後、家族にはどう過ごして欲しいのかを、よく考える半年にしたいと思います。

・よりよく生きるための時間の使い方を再考する方法
①あなたの人生で大切なもの（こと）を10挙げて下さい。
　・母とぺットたちと遊ぶこと
　・休憩をきちんと取ること
　・本を読むこと
　・おいしいご飯を食べること
　・仲間と連絡を取り合うこと
　・就職活動をすること
　・シティーハンターのDVDを観ること
　・計画を立てること
　・小説を書くこと
　・社会に認められること
②その中で最も失いたくないものを一番にして、自分にとって大切な順にナンバーを付けて下さい。
　1.母とペットたちと遊ぶこと
　2.社会に認められること
　3.休憩をきちんと取ること
　4.就職活動をすること
　5.本を読むこと
　6.計画を立てること
　7.仲間と連絡を取り合うこと
　8.おいしいご飯を食べること
　9.シティーハンターのDVDを観ること
　10.小説を書くこと
③次に、あなたが実際に今、自分の人生の時間を何のためにどのように使っているかを10書き出して、前のリストと比べてみてください。
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